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陳
景
元
の
音
注

-

『南
華
眞
經
章
句
音
義
』
と

『莊
子
音
義
』
と
の
異
同
を
中
心
に-
-

 

浦

山
 

あ

ゆ

み

ー
 

は
じ
め
に

『南
華
眞
經
章
句
音
義
』(

元
豐
七
年(

一
〇
ハ
四)

敍
。
以
下
『南
華
音
義
』
と
略
す)

十
四
卷
は
北
宋
の
道
士
陳
景
元(

一
〇
二
五I

 
一

(1)

〇
九
四)

が
著
し
た
書
で
、
『正
統
道
藏
』
中
に
收
め
ら
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
『南
華
眞
經
』
と

は

『莊
子
』
の
別
稱
で
あ
り
、
こ

(2)

の
名
稱
は
ほ
ぼ
唐
初
ご
ろ
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『南
華
音
義
』

の
音
注
の
大
半
が
陸
德
明
の
『莊
子
音 

義
』
と
重
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
こ
れ
ま
で
本
邦
で
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
中
國
の
學
者
た
ち
は
近 

年
相
次
い
で
陳
景
元
の
音
注
に
着
目
し
、
い
く
つ
か
の
論
考
を
發
表
し
て
い
る
。
な
か
で
も
馮
二
〇
〇
五
は
『南
華
音
義
』
中
に
收
め 

ら
れ
た
多
量
の
音
注
を
解
析
し
、
特
に
聲
母
の
み
を
取
り
上
げ
て
そ
の
體
系
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
、
『南
華
音
義
』 

の
音
注
に
關
す
る
論
考
と
し
て
は
最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
殘
念
な
が
ら
陳
景
元
が
參
照
し
た
と
思
わ
れ
る
先
行
の
韻
書 

等
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
點
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

同
じ
陳
景
元
の
著
で
あ
る
『上
淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』(

「上
淸
音
義
』
と
略
す)

の
反
切
に
着
目
し
て
解
析
を
試
み
た
論
考
も
旣
に
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發
表
さ
れ
て
い
る
。
汪
業
全
氏
の
「
『上
淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』
音
注
考
」(

以
下
、
汪
二
〇
〇
四8

)

で
あ
る
。
筆
者
も
實
は
ひ
そ
か 

に

『上
淸
音
義
』
の
反
切
を
抽
出
し
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
結
果
と
對
照
し
な
が
ら
興
味
深
く
讀
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
汪 

〈3)

氏
の
論
考
は
緻
密
か
つ
精
確
な
も
の
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
そ
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
こ
の
汪
二
〇
〇
四8

に
よ
れ
ば
、
『上
淸
音 

義
』
反
切
に
は
改
良
の
痕
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
。
大
變
面
白
い
硏
究
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
ま
た
殘
念
な
こ
と
に
改
良
を 

示
す
反
切
が
數
少
な
く
、
や
は
り
物
足
り
な
さ
を
禁
じ
得
な
い
。
そ

れ

は

『上
淸
音
義
』
そ
の
も
の
に
收
め
ら
れ
た
反
切
數
が
さ
ほ
ど 

多
く
な
い
う
え
に
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
汪
氏
は
、
陳
景
元
が
參
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
先
行
韻
書
等
の
反
切
を
愼
重
に
除
外
し
て
檢
討 

さ
れ
た
の
で
、
ほ
ん
の
僅
か
の
例
し
か
殘
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
結
果
な
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
汪
二
〇
〇
四8

の
證
左
を
さ
ら
に
見
つ
け
る
べ
く
、
『南
華
音
義
』
の
反
切
に
ま
で
對
象
を
擴
げ
檢
討
し
て
い 

き
た
い
と
考
え
る
の
だ
が
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
ま
ず
『南
華
音
義
』
と

『莊
子
音
義
』
の
音
注
の
異
同
、
と
く
に
反 

切
の
相
違
を
指
摘
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
具
體
的
に
は
天
理
本
『莊
子
音
義
』
の
音
注
と
比
較
し
、
異
な

(4)

る
も
の
を
一
覽
表
に
ま
と
め
て
提
示
す
る
。

-- 

テ

キ

ス

ト

『南
華
音
義
』
が
い
つ
刊
行
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
經
て
『道
藏
』
に
收
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
未
だ
明
ら
か
で
は 

な
い
。
彭

藉(

生
卒
年
未
詳
。
ほ
ぼ
十
三
世
紀
頃
の
人
と
思
し
い)

の

『道
德
眞
經
集
注
雜
說
』
に

「
又
所
注
南
華
經
章
句
音
義
凡
二
十
卷
、

(5)

今
幷
入
藏
」
と
あ
る
の
は
、
『元
藏
』

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
「
二
十
卷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現

存

の

『南
華
音
義
』 

は
十
四
卷
で
あ
り
、
彭
藉
の
記
載
と
合
わ
な
い
。
仔

細

に

『南
華
音
義
』
を
見
て
み
る
と
、
卷
ハ
の
頭
に
收
め
ら
れ
る
「雜
篇
在
宥
十 

七
」
に
續
い
て
い
き
な
り
「雜
篇
至
樂
二
十
二
」

へ
と
飛
ん
で
お
り
、
十
八
—
二
十
一
ま
で
の
四
編
が
缺
け
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
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る
。
『莊
子
音
義
』
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
確

か

に

「
天
地
第
十
二
」
「
天
道
第
十
三
」
「
天
運
第
十
四
」
「秋
水
第
十
七
」
に
相
當
す
る 

箇

所

が

『南
華
音
義
』
に
は
無
い
。
さ
ら

に

『南
華
音
義
』
の
付
錄
と
も
言
う
べ
き
『南
華
眞
經
章
句
餘
事
』
に

『南
華
音
義
』

の
篇 

名
お
よ
び
章
句
の
分
類
，
名
稱
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
「雜
篇
天
地
十
七
章
」
「雜
篇
天
道
九
章
」
「雜
篇
天 

運
ハ
章
」
「雜
篇
秋
水
七
章
」
の
四
編
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
『南
華
音
義
』
は
お
そ
ら
く
、
當
初
は
現
存
す
る
形
と
異
な
る
卷
の
分
け
方
で
全
二
十
卷
あ
っ
た
も
の
が
、
い
つ
の
頃 

に
か
缺
落
し
、
そ
の
後
新
た
に
分
卷
さ
れ
て
十
四
卷
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
こ
の
よ
う
な
失
わ
れ
た 

箇
所
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
『莊
子
音
義
』
全
て
と
比
較
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

さ
て
一
方
、
『莊
子
音
義
』
を

含

む

『經
典
釋
文
』

の
成
立
と
出
版
に
つ
い
て
も
未
解
明
の
部
分
が
な
お
殘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に 

關
し
て
は
黃
華
珍
氏
の
學
位
論
文
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
一
々
は
繰
り
返
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
國
子
監
直
講
の
孫
萸
が
「欲
望
彫
印
冀 

備
一
家
之
學
」
と
い
い
、
詔
に
よ
り
校
定
刊
刻
を
許
さ
れ
た
『莊
子
釋
文
』
と
は
、
『南
華
音
義
』
敍
文
に
い
う
「國
子
監
景
德
四
年

(7)

(
­

〇
〇
七)

印
本
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
失
わ
れ
て
久
し
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
或

い

は

『南
華
音
義
』
と
現
存

(8) 

の

『莊
子
音
義
』
の
諸
テ
キ
ス
ト
と
を
綿
密
に
調
査
す
れ
ば
、
景
德
本
に
つ
い
て
樣
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
『南
華
音
義
』
と
對
照
す
る
『莊
子
音
義
』

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

一
字
一
字
の
相 

違
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
愼
重
に
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
來
な
ら
ば
景
德
本
と
對
照
す
べ 

き
で
あ
る
が
、
叶
わ
な
い
以
上
、
現
存
最
古
の
北
京
圖
書
館
所
藏
本(

以
下
、
北
本)

を
用
い
る
の
が
當
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
黃 

氏
の
御
硏
究
を
拜
讀
し
、
そ
の
校
勘
記
を
觀
察
し
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や
ら
北
本
に
は
誤
り
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で 

は
あ
え
て
天
理
大
學
所
藏
本(

以
下
、
天
本)

を
底
本
と
し
、
『南
華
音
義
』
音
注
と
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
み
北
本
を
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參
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
對
照
に
際
し
て

先
に
も
少
し
觸
れ
た
が
、
『南
華
音
義
』
と

『莊
子
音
義
』
の
音
注
の
合
致
率
は
非
常
に
高
い
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
先
行
の
書
物 

の
音
義
を
右
か
ら
左
へ
そ
の
ま
ま
引
き
寫
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
被
注
字
の
選
定
，
音

注

・
義
注
等
、
『南
華
音
義
』
と

『莊
子
音 

義
』
で
は
異
な
っ
て
い
る
箇
所
は
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
陳
景
元
が
彼
な
り
の
考
え
に
基
づ
き
、
音
義
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
容
易 

に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
稿
の
目
的
は
、
音
注-
-

と
く
に
陳
景
元
が
何
ら
か
の
意
圖
を
持
っ
て
更
改
し
た
と
考
え
ら
れ 

る
反
切
の
調
査
に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
、
『南
華
音
義
』
と
天
本
と
の
比
較 

を
行
っ
た
。

'

南
華
音
義
』
の
音
注
が
『莊
子
音
義
』
の
又
音
や
陸
氏
以
外(

徐
・
李
・
向
・
郭
な
ど)

の
音
注
と
全
同
の
場
合
も
採
ら
な
い
。
 

例)

『南
華
音
義
』
「塊 

苦
對
切
」

天

本

「塊 

苦
怪
反
、
又
苦
對
反
、
徐
胡
罪
反
」
 

-

被
注
字
が
同
じ
で
は
な
い
が
音
注
が
全
同
の
場
合
に
は
採
ら
な
い
。
こ
れ
は
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
の
相
違
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
 

音
注
の
更
改
と
は
認
め
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

例)

『南
華
音
義
』
「机

音

紀

」

天

本

「
几

音

紀

」
、

・
音
注
に
用
い
ら
れ
る
文
字
が
異
體
字
の
場
合
は
採
ら
な
い
。

例)

『南
華
音
義
』
「釣 

艦
叫
切
」

天

本

「
鮪 

彫
叫
反
、
本
亦
作
釣
」

以
上
に
留
意
し
な
が
ら
、
『南
華
音
義
』
と
天
本
と
の
異
同
を
調
査
し
、
さ
ら
に
は
天
本
と
異
な
る
音
注
に
つ
い
て
は
北
本
と
も
對
照
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し
た
。
ご
く
簡
潔
に
い
え
ば
、
『莊
子
音
義
』
に
は
無
い
音
注
が
『南
華
音
義
』
に
示
さ
れ
る
場
合
こ
れ
を
採
用
す
る
、
と
い
う
基
本 

姿
勢
を
も
っ
て
調
査
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
を-

覽
表
に
ま
と
め
て
附
し
、
こ
の
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
『南
華
音
義
』
と

『莊
子
音
義
』

の
異
な
る
音
注
一
覽
表
】

〔
凡
例
〕

-

『南
』"

『南
華
音
義
』
音
注
、
『天
』"

天

本

『莊
子
音
義
』
音
注
、
『北
』
补

北
本
『莊
子
音
義
』
音
注
を
表
す
。

-
-
-

は
該
當
す
る
音
注
が
無
い
こ
と
を
表
す
。

-

字
が
缺
け
て
い
る
或
い
は
つ
ぶ
れ
て
認
識
で
き
な
い
場
合
は 
圈

と

す

る

。

-

避
諱
闕
筆
は
本
字
に
戾
し
て
表
示
す
る
。

-

天
本
と
北
本
で
異
な
る
場
合
の
み
備
考
欄
に
そ
の
旨
示
す
。
兩
本
が
全
同
の
場
合
は
示
さ
な
い
。

・
音
注
が
異
な
り
、
被
注
字
も
異
な
る
場
合
は
、
異
な
る
被
注
字
は(

)

に
括
っ
て
示
す
。

-

『莊
子
』
本
文
に
あ
る
被
注
字
と
し
て
揭
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
『南
華
音
義
』
の

「音
義
」
部
分
に
記
さ
れ
て
音
注
が
ほ
ど 

こ
さ
れ
、
『莊
子
音
義
』
に
は
見
え
な
い
音
注
は
〔

〕
に
括
っ
て
示
す
。
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卷
二

卷
ー 卷

數

「
齊
我
」

「
齊
智
」

「
順
化
逍
遙
」 

「
極
變
逍
遙
」 

「
无
功
逍
遙
」 

「
无
爲
逍
遙
」

『南
』

章
題

居 槁 寥 洼 閒 醍 膠 斯 培 蜩 決 莽 舂 斥 而 數 辯 藐 射 狂 礴 鑄 辟

-

被
注
字

斤
於
切 

古
老
切 

良
救
切 

烏
攜
切 

何
閒
切 

古
竟
切

公
渾
切 

古
肴
切 

相
支
切 

薄
回
切 

田
聊
切 

喜
缺
乎
穴
二
切 

莫
浪
莫
朗
ニ
切

束
容
切 

昌
石
切 

奴
登
切 

簡
文
所
渝
切 

平
免
切 

音
邈
、

又
弭
沼
切 

音
液
、
李
食
亦
切

渠
王
切 

薄
博
切 

朱
庶
切 

毗
亦
切

『南
.
！

-
-
 

枯
老
反 

艮
救
反 

烏
攜
反

-
-
 

古
閑
反

徐
音

昆

、
李
侯
溫
反

徐
李
古
孝
反

-
-音

裴

、
徐
扶
杯
反

音
條

向

徐
喜
缺
反
、
李
呼
穴
反 

莫
浪

反

、
或
莫
郞
反

東
容
反

-
-

-
-簡

文
所
喩
反

-
-音

邈
、

又
妙
紹

徐
音

夜

、
又
食
亦
反
、
李
實
夜
反

求
匡
反

蒲
博
反

之
樹
反

毗
赤
反

『
天
』

「北
』
良
救
反

『北
」

烏
攜
反

『北
』

束
容
切

『北
』
音
邈
、
又
妙
紹
反

『北
』

蒲
博
反

備

考



390

卷
三

「

「
齊
是
非
」

「
齊
道
」

「
齊
物
」

「
齊
死
生
」 

「
齊
同
異
」 

「
齊
化
」

「
得
生
理
」

街 語 擎 謫 紐 池 啓 卄
廷 

噪 距 獲 蛆 猖 殽 飄 旁 竜 闇 栩 踏

於
黠
切 

熒
絹
切 

魚
據
切 

其
鸞
切 

陟
革
切 

女
九
切

弋
質
切 

詰
以
切 

音
廷 

欺
簟
切 

其
據
切 

音
袁 

子
餘
切 

匹
羨
切 

何
交
切 

毗
霄
切 

薄
葬
蒲
光
二
切

徒
奔
切 

一
作
笔
、
莫
報
切

音
暗 

況
甫
切 

音
燈

(

札)

徐
於
八
反
、

又
側
列
反

-
-魚

豫
反 

徐
其
驚
反

直
革
反

徐
女
酒
反

音
逸
、
郭
許
鶏
反
、

又
己
質
反

-
-

(

徒)

徐

音
庭
、
李
音
挺 

郭

欺

覃

反

、
徐
音
謙 

其
庶

反

、
郭
音
鉅

音
猿

(

且)

子
徐
反

篇
面
反
、
徐
敷

面

反

、
又
敷
畏
反 

徐

戶

交

反

、
郭
作

散

、
悉
旦
反

二
薄

葬
反
、
徐
扶
葬
反

徐

徒

奔

反

、
郭
治
本
反
、
李
丑
倫
反

-
-徐

況
羽
反

徐

居

彼

反

、
向
魚
彼
反

『北
』

音

逸

、

郭

許 

鷄
反
、

又
已
質
反 

『北
』
(

筵)

徐
音

庭

、
 

李
音
挺

『北
』

郭

欺

簟

反

、
 

徐
音
謙



391 陳景元の音注

〇
「
眞
人
行
」

「
命
使
」

「
師
傅
」

「
不
材
惡
名
」

「
神
不
矜
能
」

「
疏
德
養
身
」

「
有
用
致
患
」

「
務
全
」

「
德
平
」

1
假 穎 使 爨 模 蟹 螳

螂
絮 腐 柚 夫 挫 桎 駭 傳 少 履 妻 答 選

更
夏
切

渠
追

切

、
徐
去
軌
切

音
史

七
亂
切 

於
喬
切 

魚
列

切

、
或
作
孽

音
堂
郞 

奚
結
切 

奉
斧
切 

余
救
切 

音
扶 

寸
臥
切 

音
懈 

乞
約
切 

之
石
切 

胡
楷
切 

大
專
切 

許
照
切 

俱
遇
切 

七
句
切 

牛
刀
切 

宣
轉
息
戀
ー 

ー
切

更
白
反

徐
去
軌
反
、
郭
苦
對
反
、
 

李

音
仇
、

一
音
逵

-
-
 

士
亂
反

-
-

(

孽)

彥
列
反

-
-
 

向

徐
戶
結
反
、
徐
又
虎
結
反 

扶
甫
反 

由

救

反

、
徐
以
救
反 

音
符 

徐

子

臥

反

、
郭
租
禾
反

佳
賣
反 

去
逆
反 

之
實
反
、
郭
眞
一
反

胡
楮
反 

太
專
反

-
-

-
-二

 
五
羔
反
、
徐
五
報
反 

宣

轉
反
、
舊
思
緩
反

『北
』

徐

去

軌

反

、
 

郭
苦
對
反
、
李
音̂

、
 

一
音
逵

『北
』

七
亂
反

『北
』

胡

楷

切

、

之 

實

反

、
郭
員
一
反 

『北
』

胡
楷
切

『北
』

太
專
反



392

「
養
正
性
命
」

「
不
遁
化
」 

「
オ
道
相
胥
」 

「
死
生
友
」 

「
相
忘
友
」 

「
遊
道
域
」 

「
坐
忘
」

「
推
極
委
命
」 

「
不
言
之
敎
」 

「
无
爲
之
治
」

珪 鶴 行 佗 触 崔 卓 遁 樱 尻 句 翅 捍 疚 倪 術 藩 與 復 淋 齧 弋

犬
菜
切 

戶
各
切

下
孟
切 

徒
河
切 

攻
乎
切 

取
猥
切 

竹
角
切 

杜
本
切 

音
嬰

苦
羔
切 

俱
遇
切 

詩
智
切 

胡
旦
切 

胡
亂
切 

音
涯

或
音
遂 

父
煩
切 

音
豫

扶
父
切 

力
智
切 

音
霖

五
結
切 

逸
織
切

徐
丘
碑
反
、
郭
音
屑 

向

丘

氏

反

、
李
却
垂
反 

(

鋼

)

戶
各
反

下
猛
反

(

他)

徒
何
反 

音
孤 

千
罪

反

、
徐
息
罪
反
、
郭
且
雷
反

中
學
反

-
-郭

音

縈

、
徐

於

營

反

、
李
於
盈
反 

若
羔
反 

俱
樹

反

、
徐
古
侯
反 

徐
詩
知
反

(

悍)

胡

且
反
、

又
音
旱 

胡

凰

反
 

音

崖

、
徐
音
詣

-
-甫

煩

反

、
李
音
煩

音
象

扶
又
反

-
-

(

霖)

音
林 

王
結
反

-
-

『北
」

鶴

戶

各

反

『北
』

苦
羔
反

『北
』

胡

旦

反

、

又

音
旱

『
北
』

胡
亂
切

『北
』
音

崖

、
徐
音
詰

『
北
』

音
豫

『北
』

五
結
反



393 陳景元の音注

卷

「
守
純
素
」 

「
恬
智
相
養
」

「
智
慧
生
僞
」 

「
絕
聖
棄
智
」

誹罷繕 

一

號 囂 論 號 陸 羈 介 倪 跋 緘 耨 鉞 羲 弩 筍 削 杲 漸 滑 每

音
沸
、
徐
音
非

音
疲

時
戰
切

恨
沒
切 

許
嬌
切 

息
有
切 

恨
沒
切 

音
陸 

古
宜
切 

古
太
切 

五
圭
五
第
二
切

音
企 

古
咸
切 

乃
豆
切 

音
越 

音
希 

暖
五
切 

音
苟 

息
約
切 

音
孚 

將
廉
切 

乎
ハ
切 

母
罪
切

非
謂

反

、
徐
音
非

音
皮

善
戰
反

李
音

紇

、
恨
發

反

、

徐

胡

險

反

、
郭
又
胡
突
反

許

橋
反
、

又
五
羔
反

-
-恨

發

反

、

又
胡
切
反

(

陸)

一
ー
、
字
書
作
旌 

居
宜
反 

徐
古
ハ
反 

徐

五

佳

反

、
郭
五
第
反

(

企)

二

古
減
反 

乃
卄
豆
反 

音
起 

戲
音
羲 

音
怒

-
-七

妙
反 

音
浮

-
-于

ハ
反

-
-

『北
』

李

音

紇

、

恨 

發
反
、
徐

胡

勿

反

、
 

郭
又
胡
突
反

『
北
』

乃
豆
反

『北
』

音
越

『北
』
(

戲)

音
義



394

卷
ハ

卷
七

「
處

无
為
之
事
」 

「
聖
人
虛
心
」 

「
淸
靜
民
正
」 

「
无
爲
民
化
」 

「
道
无
不
爲
」

「
率
性
」

「
神
武
」 

「
貴
眞
」 

「
遵
法
度
」 

「
養
志
」 

「
廉
淸
」

詰 脛 施 否 藏 薄 輔 瞋 乳 過 駿 隙 軾 冒 見 敦 鍔 拏 咳 伉 語 見 肘

公
吉
切 

形
定
切 

以
豉
切 

音
鄙 

才
浪
切 

力
離
切 

伯
各
切

蒲
故
切

赤
真
亦
夷
二
切

儒
遇
切

古
臥
切

音
冀

去
逆
切

音
式

莫
報
切 

賢
徧
切 

都
昆
切 

五
各
切 

音
如 

苦
代
切 

苦
浪
切 

魚
據
切 

賢
徧
切 

竹
九
切 

乃
但
切

李
去
吉
反
、
徐
起
列
反
、

郭
音
矯
、
李
音
驕

刑
定
反

以
智
反

-
-

-
-力

智
反

二 布

吳

反

、
徐
甫
吳
反 

赤
眞

反

、
徐
赤
夷
反 

如
樹
反

-
-

-
-

-
-

-
- 苦

報
反 

賢
遍
反 

ー
ー
、

一
音
丁
回
反

丑
各
反 

女
居
反 

若
代
反

二
-
-賢

遍
反 

竹
久
反 

乃
旦
反

"

北
』

妒
樹
反

『北
』

莫
報
反

『北
』

五
各
反

『北
』

苦
代
切



395 陳景元の音注

卷
九

「
專
煮
」 

「
矜
重
」 

「
善
牧
」

「
釋
疑
」 

「
不
爭
」

「
習
成
性
」

「
擇
材
」

「
遺
情
累
」

「
化
空
」 

「
兩
謬
」 

「
名

實

」

「
化
機
」

ハ 鋒 父 毂 轅 僑 景 汨 鑛 齊 滑 瞰 蹩 見 樂 褚 眩 壇 還 頤 軌 督

之
舌
切 

朱

戌

切

、
舊
作
注

以
歳
切 

音
甫

古
綠
切 

于
元
切 

居
橋
切 

於
領
切 

古
忽
切 

據
亘
一
音 

側
皆
切 

音
骨

古
吊
切 

姑
衞
切 

賢
徧
切 

音
洛 

音
貯 

音
縣 

大
丹
切 

音
環 

音
怡 

音
況 

莫
逗
切

-
-

(

注)

之
樹
反

似
歲

反

、
徐
以
醉
反
、
郭
子
稅
反
、
 

李
尋
恚
反
、
信
醉
反
、
或
蘇
忽
反

-
-

-
-

-
-居

喬
反
、
反
巨
消
反

於
頻
反

胡
忽
反

音
據

-
-

(

骨)

ー
ー
、
本
亦
作
滑

古
弔
反

紀
衞
反

賢
遍
反

-
-豬

許
反

玄
遍
反
、

司
馬
本
作
玄
、
音
眩

太
丹
反

音
患
、

又
施
面
反

以
之
反

音

軌

、
徐
李
休
徃
反

莫
豆
反

『北
』

於
領
切

「北
』

褚
許
反

『北
』

大
丹
反

『北
』

音

況

、

徐

李 

休
徃
反



396

卷
十

「
眞
寤
」

「
密
移
」

「
踐
言
」

「
內
得
外
豐
」 

「
藝
精
忘
形
」 

「
詢
衆
任
賢
」

「
神
解
」

「
可
道
」

「
中
極
」

「
无
有
一
際
」 

「
得
道
秋
豪
」

「
過
巧
」

「
忘
伎
」

「
因
循
成
化
」

「
德
隱
」 

「
大
達
」

數 少 見 喪 玦 〔
飪 

價 遁 媒 恂 遺 醜 宛 彷 僻 慢 見 見 彷
徨

侗 見 泄 襲

音
朔 

詩
照
切 

賢
徧
切 

人
智
切 

息
浪
切 

音
決 

音
窒
〕 

音
坦 

塗
困
切 

音
昧 

須
倫
切 

夷
佳
切
、
舊
作
匱

隱
紀
切 

於
院
切 

音
旁 

疋
亦
切 

武
半
切

賢
徧
切 

賢
徧
切 

音
傍
皇 

吐
東
切 

賢
徧
切 

息
例
切 

音
習

雙
角

反

、

又
所
主
反

-
-賢

遍
反

-
-

-
-
 

古
穴
反

-
-
 

吐
但

反

、
徐
音
但 

徐
困
反

音
妹

音
荀

(

匱)

求
位
反 

於
界

反

、
郭
於
感
反 

李
音

意

、

一
音
他
感
反

於
阮
反

(

凰

)

音
旁 

匹
亦
反 

武
平

反

、
徐
无
見
反

賢
遍
反

賢
遍
反 

元
嘉
本
作
房
皇
、
音
同

吐
功
敕
動
二
反

賢
遍
反

息
列
反 

ニ

ー

『北
』
吐
袒
反
、
徐
音
但

『北
』

彷
音
旁

『北
』

武

半
反
、
徐

〇



39？ 陳景元の音注

ー

卷

十
一
ニ

「
遷
善
」

「
去

智

」 

「
自
定
」 

「
移
是
」 

「
禮

僞

」 

「
拙
僞
」

「
不
先
物
」

少 挈 櫛 〔
報 

〔
櫟 

唯 朱 轅 嗥 券 處 鴛 驚 嫗 辟 惡 馳 見

詩
照
切

苦
計
切 

側
瑟
切 

於
黠
切 

女
展
切
〕 

刀
的
切
〕 

音

厨

、
昌
于
切

惟
癸
切 

鍾
輸
切 

音
獲 

戶
羔
切 

音
勸 

一
日
止
也
、
逵
眷
切

召
據
切 

音
學 

魚
到
切 

烏
遇
切 

必
碩
切 

爲
路
切

徒
旦
切 

賢
徧
切

-
- 若

計
反

(

扶)

莊
筆

反

、
又
作
撕 

亦

作
榔
、
郭
音
節
、
徐
側
冀
反 

烏
黠
反
、
向
音
乙

-
-

-
-昌

于
反
、
向
音
疇

唯
癸
反

-
-

(

獲)

向
音

霍

、
亦

作
轅
、
音
獲 

又
乙
縣
反
、
又
烏
邈
反
、

又
音
羈 

(

凰

)

戶
羔
反

徐
音
勸

昌
據
反

(

學)

一
ー
、
本

或

作

鷲

、
音
同 

五
報
反

於
禹
反

必
領
反
、
又
婢
亦
反

烏
路
反

徒

昌
反
、
徐
徒
見
反
、
郭
音
但

賢
遍
反

『北
』

苦
計
反

『北
』

嗥

戶

羔

反

無
見
反

『北
』

徒

旦

反

、

徐 

徒
見

反

、
郭
音
但
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卷
十
三
一

「
抑

道

」

「
止
鬪
」

「
修

誠

」 

「
謬
妄
」 

「
戒

驕

」 

「
鬻
名
」 

「
相
形
」 

「
偸
安
」

樂 見 瑩 約 見 翟 踉 〇 踽 見 敖 殛 見 難 瞿 胖 委 蛇 償 姝

音
洛

況
壁

切

、
李
音
溢 

賢
徧
切

音

11
乙
却
切 

賢
徧
切

徒
吊
切 

音
良 

在
逍
切 

音

奪

、
他
括
切

徒
吊
切 

音
擲 

賢
徧
切 

疾
葉
切 

音
嗷 

紀
力
切 

賢
徧
切 

乃
旦
切 

紀
俱
切 

音
藏 

於
危
切 

餘
支
切 

展
羊
時
亮
ー 

ー
切

音
樞

二音
溢

、
郭
許
的
反
、
李
虛
域
反

賢
遍
反

音

瑩

、
今
本
多
作
螢
、

乙
耕
反

徐
於
妙
反

賢
遍
反

徒
弔
反

(

良)

ー
ー
、
或
作

踉

、
音
同 

在
道
反 

音
奪

徒
弔
反

呈
亦
反

賢
遍
反

-
-

-
-

-
-賢

遍
反

乃
且
反

紀
具
反

子
郞
反

-
-

-
-時

亮
反
、
又
音
賞

昌
朱
反

『北
』

音

瑩

、

今

本 

多
作

瑩

、

乙
耕
反

『北
』
在
逍
切 

"

北
』

乃
旦
反
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卷
十
四

「
中
道
」 

「
獨
化
」 

「
去

驕

」 

「
出
異
」 

一

「
濫
進
」

「
遠
佞
」 

「
涉
塵
」 

「
素
定
」 

「
趣
遠
」 

「
智
困
」 

「
內
通
」 

「
遠
眞
」

倪 禪 稍 漱 履 己 從 哄 稷 漫 越 舊 湛 濫 制 軽 鵬 胞 鑿 演

音
崖

音
擅

山
巧
所
敎
二
切

所
救
切

俱
遇
切

音
紀

オ
用
切

徒
河
切 

音
赴

音
總

音
孫

音
丸

音
災

丁
南
切
、
又
音
沈 

盧
瞰
切

或
作

檻

、
胡
暫
切 

諸
設

切

、
本
亦
作
浙 

オ
全
切

音
胡

並
交
切

在
報
切

似
淺
切

音
崔
、
徐
音
詣

-
-所

又
反

-
-

-
-

-
- 徒

何
反

徐
芳
附
反
、
普
豆
反
、
郭
薄
杯
反

音

撼

、

一
本
作
稷
、
初
力
反 

音
孤

音
九

音
哉

丁
南
反
、
李
常
溜
反 

徐
胡
暫
反
、
或
力
暫
反 

諸
般
反
、
應
作
浙

七
全
反
、

又
視
專
反
、
又
音
權

二普
交
反

存
報
反

似
善
反

『北
」

音

崖

、

徐

音

匕
日
匕
日

『北
」

徐

芳

附

反

、
 

普
豆
反
、
郭
薄
杯
反

『北
』

音
丸

『北
』

諸

設

反

、

應

作
浙

『北
』
在
報
反

『北
』

以
善
反
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一

一

「
評
惠
」

1
「
論
法
」

一

「
墨
敎
」

「
儒

道

」

「
必
達
」

1「

柢 團 詭 亦 瑋 譴 衍 舍 課 誤 猛 脛 粗 傀 鰻 順

ね

典
禮
切

除
丸
切

九
委
切

1 于
鬼
切

遣
戰
切

以
戰
切

音
捨

戶
瓦
切

戶
禮
切

時
兗
切
〕

形
定
切

七
奴
切

郭
呼
乖
切

或
半
切

殊
閏
切

「

治
紀
切

丁
計
反

徒
丸
反

-
- 芳

袁

反

、

又
音
灌
、

又
敷
晚
反

-
- 遣
職
反

-
-

-
- 戶
寡
反
、
郭
欺
禍
反

胡
啓
反
、

又
音
奚
、

又
苦
迷
反

二
刑
定
反

-
- 郭

徐
呼
懷
反
、
字
林
公
回
反

武
半
反
、

又
武
諫
反

-
-

「

治
絶
反

音

灌

、

『北
』

『北
』

『北
」

-
ニ

北

』

一

・
又
敷
脱
反

芳

袁

反

、

又

遣
戰
反

一

勒
禍
反

治
紀
反

註
(1) 

『正
統
道
藏
』

の

改

編

影

印

で

あ

る

陸

國

強

編

輯

『道
藏
」(

文

物

出
版
社
一
九
ハ
ハ
第
十
五
册
ハ
九
四
—
九
五
一
ー
頁)

所
收
の
テ
キ
ス
ト
を 

用
い
る
。

(2) 

楊
二
〇
〇
五
に
よ
る
。
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(3) 

こ

れ

に

關

し

て

は

別

稿

「
陳
景
元
の
音
注
——

『上
淸
大
洞
眞
經
玉
訣
音
義
』

と

『南

華

眞

經
章
句
音
義
』

に
つ
い
て
——

」(

假

題)

を 

豫
定
し
て
い
る
。

(4) 

陳

景

元

は

『莊
子
音
義
』

以
外
に
も
複
數
の
先
行
の
韻
書
等
を
參
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ

に
つ
い
て
も
右
記(
3
)

の
別
稿
で
觸 

れ
た
い
と
思
う
。

(5) 

『道
德
眞
經
集
注
雜
說
』
(

注(
1
)

『道
藏
』
第
十
三
册
所
收)

卷

上

。

(6) 

注(
1
)

『道
藏
』

第
十
五
册
所
收
。

(7) 

黃
一
九
九
九
年
第
一
章
第
一
節
二
十
二
〜
二
十
三
頁
參
照
。

(8) 

虞
二
〇
〇
五
參
照
。

參
考
文
獻

水

論

文

窪

德

忠

「
道
藏
に

つ

い
て(

一)

!

成
立
の
過
程!

」(

『東
方
宗
敎
』

第
六
號
一
九
五
四
年)

吉

岡

義

豐

「
道
藏
の
成
立
に
つ
い
て
」(

『宗
敎
硏
究
」

一
四
七
號
一
九
五
六
年)

長

澤

規

矩

也

「
宋
刊
本
南
華
眞
經
注
疏
と
付
刻
本
」(

『岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍
論
集
』

昭

和

三

十

ハ

年

六

月

い

ま

『長
澤
規
矩
也
著
作
集
」

第 

三

卷

汲

古

書

院

昭

和

五

十

八

年
(

一
九
ハ
三)

所
收)

汪

業

全

「
『上

淸

大

洞

眞

經

玉

訣

音

義

』

音

注

考

」
(

『桂

林

師

範

高

等

專

科

學

校

學

報

』

第

十

八

卷

第

一

期
(

總

第

五

十

七

期)

二
〇
〇
四
年
三 

月)

汪

業

全

「
史

崇

玄

『
一
切
道
經
音
義
』
考

」(

『廣

西

師

範

大

學

學

報(

哲
學
社
會
科
學
版)

』
第
四
十
卷
第
二
期
二
〇
〇
四
年
四
月)

馮

娟

・
楊

超

「
陳
景
元
道
藏
音
注
硏
究1

有
關
聲
母
系
統
的
硏
究
」(

『西

華

師

範

大

學

學

報(

哲

學

社

會

科

學

版

ニ

ニ

〇

〇

五

年

第

二

期)

楊

思

范

「
『莊
子
』

號

『南
華
眞
經
』

源
流
考
」(

『中
國
道
敎
』

二
〇
〇
五
年
第
二
期)

虞

萬

里

「
天

理

本

『莊
子
音
義
』
與
碧
虛
子
所
錄
景
德
本
比
較
硏
究
」(

『音
史
新
論!
!

慶
祝
邵
榮
芬
先
生
ハ
十
壽
辰
學
術
論
文
集
』

學
苑
出
版
社

一
ー
〇
〇
五
年)



402

水
單
行
本

坂

井

健

一

『中
國
語
學
硏
究
』

汲
古
書
院
一
九
九
五
年

黃

華

珍

校
(

海
外
珍
藏
善
本
叢
書)

『
日
藏
宋
本
莊
子
音
義
』

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
六
年 

黃

華

珍

『莊
子
音
義
の
研
究
』

汲
古
書
院
一
九
九
九
年

陳

國

符

『陳
國
符
道
藏
硏
究
論
文
集
』

上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
四
年

(

大
谷
大
學
助
敎
授)


